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A B C D D-C A/B×100

1) 1) 2) 2)

昭和30年 1,138,691 1,143,687 77,415 72,419 △ 4,996 99.6

    35年 1,324,541 1,375,710 170,990 119,821 △ 51,169 96.3

    40年 1,676,397 1,788,915 281,542 169,024 △ 112,518 93.7

    45年 2,052,714 2,238,264 393,135 207,585 △ 185,550 91.7

    50年 2,375,994 2,621,771 486,023 240,246 △ 245,777 90.6

    55年 2,510,830 2,770,880 536,465 276,415 △ 260,050 90.6

    60年 2,680,333 2,990,133 625,723 315,923 △ 309,800 89.6

平成２年 2,840,252 3,203,195 745,332 382,389 △ 362,943 88.7

    ７年 2,963,872 3,303,708 760,326 420,490 △ 339,836 89.7

    12年 3,091,166 3,414,860 730,625 406,931 △ 323,694 90.5

    17年 3,205,144 3,545,447 739,648 399,345 △ 340,303 90.4

    22年 3,375,330 3,688,773 723,741 410,298 △ 313,443 91.5

1)　昭和55年～平成17年は、年齢不詳のものを集計から除いている。このため、夜間人口（常住

　人口）と国勢調査確定人口とは一致しないことがある。

2)　昭和30年～50年は、15歳未満を含まない。また、行政区間の移動を含まない。
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第 13 章 昼 間 人 口 

１ 昼間人口 

 

昼夜間人口比率は 91.5（1.1 ポイント上昇） 

 昼間人口は 3,375,330 人、夜間人口（常住人口）は 3,688,773 人となっており、昼夜間人口比率（夜間

人口 100 人当たりの昼間人口）は 91.5 で平成 17 年と比べ 1.1 ポイントの上昇となっています。 

昭和 30 年以降の推移をみると、昼間人口を上回る夜間人口の伸びにより、昼夜間人口比率は昭和 30 年

の 99.6 から低下傾向が続き、平成２年には 88.7 まで低下しました。しかし、平成７年は 89.7、12 年は

90.5 と上昇して、17 年は 90.4 と低下しましたが、22 年は 91.5 と再び上昇しました。 

（図 13－１、表 13－１） 

 

図 13－１  昼間人口、夜間人口及び昼夜間人口比率の推移（昭和 30 年～平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 13－１  昼間人口、夜間人口及び昼夜間人口比率の推移（昭和 30 年～平成 22 年） 
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A B C D 人口 D-C A/B×100

1) 1) 2) 2)

札 幌 市 1,925,535 1,893,946 1,913,545 1,877,965 68,508 80,498 11,990 100.6 100.9

仙 台 市 1,121,965 1,098,981 1,045,986 1,020,160 51,903 127,882 75,979 107.3 107.7

さいたま市 1,133,978 1,077,638 1,222,434 1,172,677 305,021 216,565 △ 88,456 92.8 91.9

千 葉 市 938,148 894,027 961,749 919,550 193,602 170,001 △ 23,601 97.5 97.2

東京都区部 11,711,537 11,284,699 8,945,695 8,351,955 403,596 3,169,438 2,765,842 130.9 135.1

川 崎 市 1,275,628 1,154,436 1,425,512 1,326,152 384,994 235,110 △ 149,884 89.5 87.1

横 浜 市 3,375,330 3,205,144 3,688,773 3,545,447 723,741 410,298 △ 313,443 91.5 90.4

相 模 原 市 630,432 - 717,544 - 167,752 80,640 △ 87,112 87.9 - 

新 潟 市 826,202 - 811,901 - 34,661 48,962 14,301 101.8 - 

静 岡 市 739,584 727,210 716,197 700,575 28,372 51,759 23,387 103.3 103.8

浜 松 市 798,622 - 800,866 - 44,809 42,565 △ 2,244 99.7 - 

名 古 屋 市 2,569,376 2,516,196 2,263,894 2,193,973 190,132 495,614 305,482 113.5 114.7

京 都 市 1,599,037 1,582,980 1,474,015 1,460,688 110,602 235,624 125,022 108.5 108.4

大 阪 市 3,538,576 3,581,675 2,665,314 2,594,686 240,312 1,113,574 873,262 132.8 138.0

堺 市 794,507 - 841,966 - 166,117 118,658 △ 47,459 94.4 - 

神 戸 市 1,583,765 1,547,971 1,544,200 1,520,551 171,443 211,008 39,565 102.6 101.8

岡 山 市 739,068 - 709,584 - 47,021 76,505 29,484 104.2 - 

広 島 市 1,198,347 1,174,401 1,173,843 1,144,498 64,341 88,845 24,504 102.1 102.6

北 九 州 市 1,003,657 1,020,447 976,846 992,654 47,000 73,811 26,811 102.7 102.8

福 岡 市 1,637,813 1,571,184 1,463,743 1,384,925 73,067 247,137 174,070 111.9 113.4

1)　年齢「不詳」について、平成22年は含むが、17年は含まない。

2)　行政区間の移動を含まない。

平成17年
都市

昼間人口 夜間人口（常住人口）

平成17年 平成17年

２ 大都市の昼間人口 

 

大都市で３番目に低い昼夜間人口比率 

 大都市（政令指定都市及び東京都区部）における昼夜間人口比率をみると、大阪市の 132.8、東京都区

部の 130.9 が際立って高く、次いで名古屋市の 113.5、福岡市の 111.9、京都市の 108.5 となっています。

一方、昼夜間人口比率が低い都市をみると、相模原市が 87.9 と最も低く、次いで川崎市の 89.5、横浜市

の 91.5、さいたま市の 92.8 となっており、東京都に近接する政令市の比率は 100 以下となっています。 

平成 17 年と比べると、横浜市は 1.1 ポイント上昇と、近隣の川崎市（2.4 ポイント）とともに上昇し

ていますが、上位各都市の昼夜間人口比率はおおむね低下しています。（図 13－２、表 13－２） 

 

図 13－２ 大都市の昼間人口、夜間人口及び昼夜間人口比率（平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 13－２ 大都市の昼間人口、夜間人口及び昼夜間人口比率（平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 行政区別の昼間人口 

 

西区、中区で昼夜間人口比率が 160 を超え、その他の区では 100 を下回る 

 昼間人口を行政区別にみると、港北区の 309,610 人が最も多く、次いで鶴見区が 250,323 人、中区が

243,277 人となっています。また、昼間人口が夜間人口を上回っているのは、西区と中区の２区のみとな

っています。 

昼夜間人口比率を行政区別にみると、西区が 179.7 で、全国 1,901 市区町村中で第 13 位（神奈川県内

で１位）、中区が 166.6 で、同 22 位（同２位）となっていますが、その他の区では 100 を下回っています。

一方、昼夜間人口比率が低い区をみると、青葉区が 77.2 と最も低く、次いで栄区が 77.77、泉区が 77.84

となっています。平成 17 年と比べると、瀬谷区が 5.0 ポイント、泉区が 4.35 ポイント、栄区が 4.26 ポ

イント上昇するなど 14 区で上昇しています。一方、西区が 19.1 ポイント、中区が 16.3 ポイント、都筑

区が 2.2 ポイント、鶴見区が 1.1 ポイントの低下となっています。（図 13－３、表 13－３） 

 

図 13－３ 昼夜間人口比率（平成 22 年） 

     80未満

     80以上100未満

     100以上

西区

中区

鶴見区

神奈川区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区



夜間人口 流入超過

（常住人口） 人  口

A B C D D-C A/B×100

1) 1)

平成22年

鶴 見 区 250,323 272,178 88,423 79,203 9,220 66,568 59,453 7,115 △ 21,855 92.0

神 奈 川 区 233,168 233,429 84,203 74,796 9,407 83,942 67,228 16,714 △ 261 99.9

西 区 170,450 94,867 34,147 30,318 3,829 109,730 103,158 6,572 75,583 179.7

中 区 243,277 146,033 35,157 30,358 4,799 132,401 121,826 10,575 97,244 166.6

南 区 154,387 196,153 68,030 60,766 7,264 26,264 20,895 5,369 △ 41,766 78.7

港 南 区 173,691 221,411 78,733 68,726 10,007 31,013 28,037 2,976 △ 47,720 78.4

保 土 ケ 谷 区 173,514 206,634 72,336 63,155 9,181 39,216 32,104 7,112 △ 33,120 84.0

旭 区 197,891 251,086 83,710 73,522 10,188 30,515 26,004 4,511 △ 53,195 78.8

磯 子 区 136,711 163,237 57,121 50,147 6,974 30,595 28,029 2,566 △ 26,526 83.8

金 沢 区 195,740 209,274 64,613 56,025 8,588 51,079 40,564 10,515 △ 13,534 93.5

港 北 区 309,610 329,471 118,626 103,513 15,113 98,765 82,857 15,908 △ 19,861 94.0

緑 区 146,647 177,631 63,577 55,600 7,977 32,593 24,598 7,995 △ 30,984 82.6

青 葉 区 234,794 304,297 112,965 94,101 18,864 43,462 34,050 9,412 △ 69,503 77.2

都 筑 区 193,939 201,271 66,516 55,258 11,258 59,184 54,898 4,286 △ 7,332 96.4

戸 塚 区 238,630 274,324 91,696 79,080 12,616 56,002 48,517 7,485 △ 35,694 87.0

栄 区 97,103 124,866 45,524 39,961 5,563 17,761 14,322 3,439 △ 27,763 77.8

泉 区 121,197 155,698 54,482 46,932 7,550 19,981 15,717 4,264 △ 34,501 77.8

瀬 谷 区 104,258 126,913 41,937 37,037 4,900 19,282 16,163 3,119 △ 22,655 82.1

平成17年

鶴 見 区 244,497 262,828 92,822 82,973 9,849 74,491 67,050 7,441 △ 18,331 93.0

神 奈 川 区 220,635 221,353 87,024 77,214 9,810 86,306 69,041 17,265 △ 718 99.7

西 区 165,178 83,087 33,121 29,411 3,710 115,212 106,891 8,321 82,091 198.8

中 区 250,485 136,927 37,209 32,224 4,985 150,767 139,496 11,271 113,558 182.9

南 区 146,969 192,090 73,973 66,240 7,733 28,852 23,487 5,365 △ 45,121 76.5

港 南 区 167,649 221,244 86,268 76,029 10,239 32,673 29,660 3,013 △ 53,595 75.8

保 土 ケ 谷 区 164,348 202,707 78,929 69,544 9,385 40,570 32,887 7,683 △ 38,359 81.1

旭 区 188,739 248,764 90,927 80,149 10,778 30,902 26,471 4,431 △ 60,025 75.9

磯 子 区 128,951 161,067 64,543 56,818 7,725 32,427 29,591 2,836 △ 32,116 80.1

金 沢 区 191,145 209,499 70,831 61,535 9,296 52,477 41,792 10,685 △ 18,354 91.2

港 北 区 285,465 306,176 120,573 105,522 15,051 99,862 83,772 16,090 △ 20,711 93.2

緑 区 135,432 169,742 66,981 58,915 8,066 32,671 24,405 8,266 △ 34,310 79.8

青 葉 区 218,794 291,420 115,443 98,351 17,092 42,817 32,793 10,024 △ 72,626 75.1

都 筑 区 174,835 177,395 61,632 52,507 9,125 59,072 55,230 3,842 △ 2,560 98.6

戸 塚 区 222,150 259,567 93,582 81,009 12,573 56,165 49,837 6,328 △ 37,417 85.6

栄 区 89,874 122,265 50,501 44,343 6,158 18,110 14,945 3,165 △ 32,391 73.5

泉 区 111,704 151,988 58,136 50,486 7,650 17,852 14,744 3,108 △ 40,284 73.5

瀬 谷 区 98,294 127,328 47,311 42,279 5,032 18,277 15,747 2,530 △ 29,034 77.2

1)　年齢「不詳」について、平成22年は含むが、17年は含まない。

昼夜間
人口比率

行政区

昼間人口

通学者就業者 就業者

 流出人口

通学者

 流入人口

表 13－３ 昼間人口、夜間人口及び昼夜間人口比率－行政区（平成 17 年、22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


